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水野優也さん応援レポート
東京文化会館

モーニングコンサート Vol.95
2016年５月11日（水） 東京文化会館 小ホール

上野の森のモーニング・コンサート

上野の森、新緑の美しいこの季節、上野駅公園
口には午前中から多くの人々。

横断歩道を渡ると、目の前にあるのが東京文化
会館。「首都東京にオペラやバレエも上演可能
な本格的音楽ホールを」という要望に応え、東京
都が開都500年事業として建設し、1961年に
オープンした会館である。

以来今日まで、オペラ、バレエ、クラシックコン
サートなど、世界中の著名なアーティストによる
名演の数々が繰り広げられ、“奇跡的”とも言わ
れる音響の良さと相まって、その名は広く知られ
ている。

ここ東京文化会館での恒例モーニングコンサー
ト。東京音楽コンクール入賞者によるクラシック・
コンサートである。
新しい才能を発掘し、その育成・支援にも力を入
れる「東京音楽コンクール」、
水野さんは、第13回（2015年度）の弦楽部門第１
位、また来場者の投票によって選ばれる聴衆賞
も受賞している。
平日のお昼にもかかわらず、会場は開演を待つ
お客様ですでに長蛇の列。フレッシュな演奏に
期待が高まる。

＜東京音楽コンクール＞

主催は公益財団法人東京都歴史文化財団（東京
文化会館）、読売新聞社、花王株式会社、東京都。
芸術家としての自立を目指す可能性に富んだ新人
音楽家を発掘し、育成・支援を行うことを目的として
実施されているコンクールである。

入賞者には、様々なコンサートへの出演機会が提
供されるなど、手厚いサポート体制が用意されてお
り、日本を代表するコンクールと位置付けられてい
る。
東京文化会館モーニングコンサートは、出演機会
提供の一環。毎回、東京音楽コンクール入賞者に
よる演奏が披露されている。
なお、江副記念財団は2016年度の助成事業として
本コンクールを支援している。
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「チェロをもっと多くの方々に知っていいただきたい・・・」

本日のプログラムは、シューマン、ベートーヴェン、
チャイコフスキー、ショパン。
水野さん自身が「魅力を感じている」というチェロ
の名曲４曲が選ばれている。

この３月に桐朋女子高校音楽科（男女共学）を卒
業された水野さん、『チェロってヴァイオリンの大
きいやつ？』と問われるたびに、「チェロという楽
器をもっと多くの方々に知っていただきたい・・・」
と感じているとのこと。

プログラムには「…チェロは人の心をいやす楽器
でもあります。今回のモーニングコンサートでは、
たくさんのお客様にチェロの音楽を聴いていただ
き、チェロという楽器を身近に感じてほしい！と
願っております・・・東京文化会館小ホールの空
間を、チェロの美しい音色で
満たしたいと思います」
との水野さんの言葉も。

ピアノを弾かれるのは
水野さんが長らくご指導いただいている
諸田由里子先生である。

＜写真ご提供：東京文化会館（当ページ掲載６点全て）＞

最初の曲シューマンの幻想小曲集。曲想の異なる
３曲を伸びやかに弾き終え、マイクを持ってのご挨
拶（MC)。
「・・・本日のプログラムはチェロの音色ともマッチす
る大好きな曲、チェロの名曲を選んでみました」
「・・・今、18歳です」との自己紹介には、
「うわ、お若い」と満員の会場がざわめく。

２曲目はベートーヴェンのチェロ・ソナタ第３番。
「チェロとピアノのメロディの掛け合いが美しい曲で
す。対話に注目して聴いていただけたらと思いま
す」との解説どおり、力強く、また繊細に、チェロと
ピアノが呼応する。

３曲目チャイコフスキーのペッツォ・カプリチオーソ。
気持ちを乗せて見事に難曲を弾きあげると、客席
から「ブラヴォー！」の声。

そしてラストの曲、ショパンの「序奏と華麗なるポロ
ネーズ」。音域の広い華のある旋律が、豊かな音
色で奏でられる。

満員の客席を魅了する熱演、大満足の皆さまから、
大きな拍手が贈られていた。
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集中力と体力で挑んだプログラム

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜演奏会概要＞
◆出演
水野優也（チェロ）
諸田由里子（ピアノ）
◆プログラム
シューマン：幻想小曲集 op.73
ベートーヴェン：
チェロ・ソナタ第3番 イ長調 op.69

チャイコフスキー：
ペッツォ・カプリチオーソ op.62

ショパン：
序奏と華麗なるポロネーズ
ハ長調 op.3

終演後のロビーでご挨拶に立つ水野さん、
18歳という若々しさに、取り囲む皆様も感慨深げ。

「孫みたいだわ～」と握手を求めるご婦人方も。
サインや写真のリクエストが途切れず、多くの方々
に囲まれていた。

終演後の水野さんに話を聞いた；

－本日の公演、いかがでしたか

「・・・ペース配分を考えるのが難しかったです。
濃いプログラムでしたし、途中の休憩もない設
定でしたので」

「ソナタ全楽章をはじめ、集中力と体力を必要と
しました。一生懸命演奏しましたが、配分が難し
いなというのが今日の実感です」。

－選ばれた曲は

「・・・全て大好きな曲です。様々な曲想、性格が
異なる曲を選んでみました」

「チェロ曲にも、現代曲や難解な曲などいろいろ
あるのですが、今回は、チェロの魅力を知って
ほしいなと思って選曲してみました」

－志す演奏は

「・・・心地よい曲であれば心地よく、激しい曲で
あればそのように、聴く人の心を動かせるよう
な演奏を目指しています」

－新たな環境での生活が始まりましたね
「・・・今までより、より一層気を引き締めて、

一分一秒を大切にしていきたいと思っています。
また、海外での勉強会などにも積極的に挑戦し
ていきたいです」

「・・・著名な先輩方や尊敬している宮田大さん
（器楽部門奨学生ＯＢ）のような、立派な演奏家
になりたいと思っています」

モーニングコンサートはその名の通り午前11時
からの開演、コンディションを合わせるのがとて
も心配だったとのこと。

キャンセル待ちの列ができるほどの多くのお客
様が足を運ばれたなか、堂々の演奏を披露し
てくれた。

ピアノの諸田先生と

終演後ロビーにて

この４月から桐朋学園ソリスト・ディプロマ・コース
に進まれた水野さん、４月末に開催された「平成27
年度桐朋学園音楽部門高校卒業演奏会」では首
席としてプログラムのトリで出演。本日ラストの曲
でもあったショパンの「序奏と華麗なるポロネーズ」
を披露されたそうだ。

高校時代、始発に乗って朝練を続けていたという
水野さん、 大学では早朝の5時から練習室が開放
されており、早起きをして登校し、朝練に励むなど、
さらに音楽に集中する日々とのこと。
「・・・練習時間も増え、語学に触れる時間も確実に
増えているので、高校生活より充実しています！」
とのレポートを送ってくれている。

水野さん、
素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙・P.1）】
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【コンサート・プログラム（P.2、裏表紙】


